
〝安全・安心〟こだわりの宿軒 特集

甲
州
ワ
イ
ン
と
季
節
の
味

富
士
山
、河
口
湖
を
望
む
露
天
風
呂

皇
族
や
文
豪
が
愛
し
た
伝
統
あ
る
旅
館

真
心
込
め
た
磯
会
席

四
季
の
富
士
を
望
む
絶
景
の
宿

漁
港
直
送
の
新
鮮
魚
介

自
然
豊
か
な
高
原
の
癒
や
し
宿

眺
望
抜
群
の
空
中
庭
園
露
天

甲州ワイン、富士の絶景とと
もに料理が楽しめる

　
客
室
や
露
天
風
呂
か
ら
富

士
山
と
河
口
湖
を
一
望
で
き

る
リ
ゾ
ー
ト
「
風
の
テ
ラ
ス

Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
（
宮
下
明

壽
社
長
）
で
は
、
品
質
の
高

さ
が
世
界
の
注
目
を
集
め
て

い
る
甲
州
ワ
イ
ン
と
と
も

に
、
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
な
ら
で

は
の
季
節
の
料
理
が
楽
し
め

る
。

　
デ
ィ
ナ
ー
に
は
二
つ
の
食

空
間
。
鉄
板
焼
き
ス
タ
イ
ル

の
「
Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
月
虹
」
で

は
、
シ
ェ
フ
が
目
の
前
で
調

理
す
る
厳
選
さ
れ
た
肉
料

理
、
新
鮮
な
魚
介
を
堪
能
。

デ
ィ
ナ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
」
で
は
、
旬

の
地
元
食
材
を
使
っ
た
和
、

洋
、
創
作
コ
ー
ス
料
理
と
新

た
な
提
供
方
式
の
ハ
ー
フ
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
を
味
わ
え
る
。

　
山
梨
県
は
知
事
が
「
ワ
イ

ン
県
」
を
宣
言
す
る
な
ど
、

生
産
量
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
で

日
本
一
を
誇
る
産
地
。
Ｋ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
で
は
、
料
理
に
合

っ
た
甲
州
ワ
イ
ン
な
ど
を
ソ

ム
リ
エ
が
セ
レ
ク
ト
す
る
。

　
ま
た
、
富
士
を
眺
め
な
が

ら
取
る
朝
食
も
評
判
。
人
気

は
オ
ー
ダ
ー
ご
と
に
焼
き
上

げ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ン
チ

ト
ー
ス
ト
だ
。

　
▽
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｎ
Ａ
は
山
梨
県
南
都
留
郡
富

士
河
口
湖
町
浅
川

。
☎
０

５
５
５（
８
３
）３
３
３
３
。

https://kukuna.jp/

見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
富
士
の
湯
」

見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
湖
（
う
み
）
の

湯
」

　
四
季
が
織
り
な
す
湖
畔
の

舞
―
。
山
梨
県
・
富
士
河
口

湖
温
泉
郷
の
「
若
草
の
宿
　

丸
栄
」（
渡
辺
洋
社
長
）は
、

世
界
遺
産
の
富
士
山
の
麓
、

四
季
折
々
の
風
情
を
映
す
河

口
湖
の
ほ
と
り
に
佇
む
。
多

彩
な
温
泉
、
旬
彩
の
美
食
、

日
本
の
宿
の
お
も
て
な
し
で

「
人
（
お
客
さ
ま
）
が
、
人

（
従
業
員
）に
癒
さ
れ
る
宿
」

を
常
に
目
指
し
て
い
る
。

　
湯
処
は
露
天
風
呂
、
大
浴

場
、
貸
し
切
り
風
呂
を
備
え

る
。
最
上
階
の
「
見
は
ら
し

露
天
風
呂
」
は
、
「
富
士
の

湯
」と「
湖（
う
み
）の
湯
」。

「
富
士
の
湯
」
は
、
時
の
移

ろ
い
の
中
で
刻
一
刻
と
表
情

を
変
え
る
富
士
山
が
目
の
前

に
広
が
る
。「
湖
の
湯
」は
、

河
口
湖
を
眼
下

に
望
む
浮
き
舞

台
造
り
の
湯
船

に
浸
か
れ
る
。

　
大
浴
場
は

「
豪
壮
ア
ル
プ

ス
の
湯
」
と

「
若
草
の
湯
」。

「
豪
壮
ア
ル
プ

ス
の
湯
」
に
は

日
本
各
地
の
銘

石
を
集
め
た
丸

栄
伝
統
の
岩
風

呂
、
温
泉
ハ
ー

ブ
湯
、
高
温
＆

ス
チ
ー
ム
サ
ウ

ナ
な
ど
が
そ
ろ
う
。
「
若
草

の
湯
」
は
、
視
界
に
配
慮
し

た
洗
い
場
ス
ペ
ー
ス
が
特
に

女
性
客
に
好
評
で
、
ミ
ス
ト

サ
ウ
ナ
も
備
え
る
。

　
露
天
風
呂
、
大
浴
場
の
四

つ
の
湯
処
は
、
男
女
入
れ
替

え
制
に
よ
り
１
泊
で
す
べ
て

を
楽
し
め
る
。
ま
た
、
貸
し

切
り
展
望
風
呂

の「
芙
蓉
の
湯
」

は
、
遮
る
も
の

の
な
い
富
士
山

の
眺
め
を
湯
船

か
ら
独
り
占
め

で
き
る
。

　
客
室
は
和
室

を
中
心
に
計


室
。
こ
の
う
ち

露
天
・
展
望
風

呂
付
き
客
室
が


室
。
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ

た
展
望
風
呂
付

き
和
洋
室
も
あ
る
。
さ
ら
に

特
別
階
「
野
の
花
亭
」
の
５

室
は
、
「
宿
の
中
に
あ
る
も

う
一
つ
の
小
さ
な
宿
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
同
館
最
高
の
料

理
と
も
て
な
し
を
提
供
す

る
。

　
目
も
舌
も
潤
う
料
理
も
自

慢
。
旬
の
味
覚
を
吟
味
し
、

滋
味
豊
か
な
里
の
幸
と
新
鮮

な
海
の
幸
を
調
和
さ
せ
た
和

会
席
は
「
料
理
の
丸
栄
」
と

し
て
地
元
で
も
評
判
が
高

い
。
３
６
０
度
ビ
ュ
ー
の
絶

景
を
仰
ぎ
見
る
屋
上
「
富
士

山
展
望
台
」、日
本
の
伝
統
文

化
を
受
け
継
い
だ
宿
の
設
え

や
も
て
な
し
、
季
節
ご
と
の

各
種
館
内
催
事
な
ど
丸
栄
の

魅
力
は
枚
挙
に
暇い

と
ま

が
な
い
。

　
▽
丸
栄
は
山
梨
県
南
都
留

郡
富
士
河
口
湖
町
小
立
４
９

８
。
☎
０
５
５
５
（
７
２
）

１
３
７
１
。https://www.ma

ruei55.com/

夏
の
庭
園
と
離
れ

離
れ
露
天

　

年
の
歴
史
を
持
つ
山
梨

県
甲
府
市
湯
村
温
泉
の
常
磐

ホ
テ
ル（
笹
本
健
次
社
長
）。

ア
メ
リ
カ
の
日
本
庭
園
専
門

誌
で
３
位
に
選
ば
れ
た
こ
と

も
あ
る
日
本
庭
園
を
持
ち
、

「
甲
府
の
迎
賓
館
」
と
も
呼

ば
れ
る
旅
館
だ
。

　
庭
園
を
囲
む
全

室
の
客

室
は
、
今
年
２
月
に
モ
ダ
ン

な
和
洋
室
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
東
館
、
富
士
山
を
遠
望

す
る
西
館
、
ど
ち
ら
も
ゆ
っ

た
り
と
し
た
間
取
り
で
上
品

な
和
の
情
緒
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
中
で
も
常
磐
ホ
テ
ル
ら
し

い
風
情
を
彩
る
の
は
７
棟


室
の
個
性
豊
か
な
離
れ
。
庭

園
に
面
し
た
各
離
れ
は
、
各

界
の
賓
客
を
お
も
て
な
し
し

て
き
た
、
趣
あ

る
数
寄
屋
造
り

だ
。
離
れ
１
階

の
客
室
は
、
源

泉
掛
け
流
し
の

露
天
風
呂
付
き

客
室
で
、
ひ
の

き
、
陶
器
、
舞

台
造
り
な
ど
全

て
趣
が
異
な
る

風
呂
が
配
さ

れ
、
他
の
人
の

目
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
温
泉

を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
将
棋
・
囲
碁
の
タ
イ

ト
ル
戦
が
行
わ
れ
る
、
番
勝

負
の
間
「
九
重
」
も
人
気
が

高
い
。

　
そ
ん
な
同
館
の
歴
史
と
魅

力
を
紹
介
す
る
館
内
ツ
ア
ー

も
毎
日
開
催
。
多
く
の
皇
族

や
文
豪
が
逗
留

と
う
り
ゅ
う

し
た
際
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
そ
し
て
将
棋

・
囲
碁
の
勝
負

の
記
録
を
展
示

し
た
「
名
人
の

小
径
」
な
ど
を

紹
介
す
る
ツ
ア

ー
が
評
判
だ
。

　
温
泉
は
男
女

そ
れ
ぞ
れ
、
特

徴
あ
る
設
備
と

な
っ
て
い
る
。

黒
い
御
影
石
、

開
放
的
な
窓
と

広
い
湯
船
、
壁

や
天
井
に
木
材

を
使
用
し
、
重

厚
な
雰
囲
気
の

男
性
風
呂
。
併
設
の
露
天
風

呂
は
庭
園
の
中
に
あ
り
、
四

季
折
々
の
景
色
を
眺
め
な
が

ら
く
つ
ろ
げ
る
。
女
性
大
浴

場
は
、
男
性
浴
場
と
は
対
照

的
な
赤
い
御
影
石
の
縁
で
囲

ま
れ
た
大
き
な
浴
槽
が
魅

力
。
大
き
な
窓
か
ら
は
、
採

光
が
豊
か
に
降
り
注
ぐ
。
ま

た
、
女
性
露
天
風
呂
に
は
、

木
の
香
り
豊
か
な
ひ
の
き
風

呂
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
も
徹
底

し
て
お
り
、
今
年
７
月
に
は

山
梨
県
が
独
自
に
策
定
し
た

感
染
症
予
防
対
策
の
認
証
制

度
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・

ゾ
ー
ン
認
証
」
の
初
回
認
証

施
設
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

　
▽
常
磐
ホ
テ
ル
は
山
梨
県

甲
府
市
湯
村
２
の
５
の

。

☎
０
５
５
（
２
５
４
）
３
１

１
１
。http://www.tokiwa-h

otel.co.jp/
季
節
の
大
漁
会
席

　
房
総
半
島
先
端
近
く
の
海

岸
沿
い
に
館
を
構
え
る
宿
中

屋
（
中
田
弘
治
社
長
）
。
房

総
沖
合
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚

介
類
を
中
心
に
、
真
心
込
め

て
提
供
す
る
磯
会
席
は
板
前

の
自
信
作
で
、
宿
泊
客
に
も

人
気
だ
。

　
特
に
評
判
が
高
い
の
は
、

生
き
の
い
い
伊
勢
エ
ビ
や
ア

ワ
ビ
を
豪
華
に
使
う
「
季
節

の
大
魚
会
席
」
。
伊
勢
エ
ビ

の
踊
り
焼
き
、
タ
イ
の
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
、
サ
ザ
エ
、
ヒ
ラ

メ
の
刺
し
身
な
ど
、
魚
介
類

が
宝
石
箱
の
よ
う
に
並
ぶ
。

９
～

月
は
、
漁
獲
高
日
本

一
を
誇
る
外
房
地
域
の
伊
勢

エ
ビ
が
旬
を
迎
え
、
食
を
目

当
て
に
訪
れ
る
客
が
後
を
絶

た
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
、

魚
介
類
に
加

え
、
ウ
ニ
焼
き

や
上
総
牛
と
フ

ォ
ア
グ
ラ
の
洋

皿
な
ど
も
楽
し

め
る
会
席
も
ぜ

ひ
味
わ
い
た

い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
に
も
力

を
入
れ
、
ス
タ

ッ
フ
に
衛
生
管

理
を
徹
底
す
る

よ
う
指
導
し
、
館
内
の
消
毒

も
こ
ま
め
に
行
っ
て
い
る
。

安
心
・
安
全
な
お
宿
だ
。

　
▽
宿
中
屋
は
千
葉
県
鴨
川

市
天
津
３
２
８
７
。
☎
０
４

（
７
０
９
４
）１
１
１
１
。h

ttp://www.nakayahotel.com
/

秀
峰
閣
湖
月
の
外
観

殿
方
露
天
風
呂
「
黒
富
士
」

　
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温

泉
郷
の
秀
峰
閣
湖
月
（
小
佐

野
国
博
社
長
）
は
、
す
べ
て

の
客
室
、
庭
園
、
そ
し
て
露

天
風
呂
か
ら
富
士
山
を
望
む

絶
景
の
宿
だ
。
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た「
富
士
山
」

を
、
温
泉
、
料
理
と
と
も
に

満
喫
で
き
る
。

　
河
口
湖
北
岸
の
静
か
な
湖

畔
に
立
地
し
、
宿
か
ら
一
歩

外
に
出
れ
ば
湖
の
波
打
ち

際
。
「
湖
面
越
し
に
眺
め
る

富
士
山
は
稜
線
が
は
っ
き
り

と
し
、
麓
ま
で
分
か
る
。
形

は
ほ
ぼ
左
右
対
称
。
こ
こ
ま

で
美
し
い
富
士
は
な
か
な
か

な
い
」
と
宮
下
武
常
務
。

　
客
室
は
和
室
、
和
洋
室
な

ど
計

室
。
広
縁
や
バ
ル
コ

ニ
ー
、
ベ
ッ
ド
な
ど
か
ら
富

士
山
を
望
む
。

こ
の
う
ち
温
泉

露
天
風
呂
・
足

湯
付
き
客
室
が

４
室
、
温
泉
足

湯
付
き
客
室
が

３
室
あ
り
、
温

泉
を
堪
能
し
な

が
ら
自
分
だ
け

の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
富
士
を
堪
能

で
き
る
。

　
庭
園
は
、
新

緑
、
夏
山
、
紅

葉
、
雪
山
と
四

季
の
富
士
山
を

写
真
撮
影
す
る
の
に
絶
好
の

ポ
イ
ン
ト
。
秀
峰
閣
湖
月
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
同
館

か
ら
宿
泊
客
が
撮
影
し
た
富

士
山
の
写
真
を
紹
介
す
る

「
湖
月
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
」

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
年
２

回
ス
タ
ッ
フ
の
投
票
で
大
賞

も
選
出
し
て
い
る
。

　
湯
に
浸
か
り

な
が
ら
見
る
富

士
山
も
格
別

だ
。
雪
を
い
た

だ
く
山
肌
が
朝

日
で
赤
く
染
ま

る
赤
富
士
に
ち

な
む
婦
人
露
天

風
呂
「
赤
富

士
」
、
月
明
か

り
の
中
に
浮
か

ぶ
黒
富
士
の
名

を
冠
し
た
殿
方

露
天
風
呂
「
黒

富
士
」
。
そ
れ

ぞ
れ
の
正
面
に

は
富
士
山
。
婦
人
大
浴
場

「
お
と
め
桜
」
、
殿
方
大
浴

場
「
ふ
じ
桜
」
か
ら
も
ガ
ラ

ス
越
し
に
富
士
山
が
広
が

る
。

　
富
士
の
絶
景
に
加
え
、
料

理
で
も
魅
了
。
旬
の
食
材
を

吟
味
し
て
調
理
し
た
会
席
料

理
を
提
供
し
て
い
る
。
季
節

に
合
わ
せ
た
料
理
の
変
更
は

年
８
回
に
及
び
、
こ
だ
わ
り

の
味
と
美
し
い
盛
り
付
け
が

自
慢
。
好
評
な
料
理
の
一
つ

が
「
甲
州
ワ
イ
ン
豚
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
」
。
甲
州
ワ
イ
ン
を

飲
ま
せ
て
育
成
し
た
希
少
価

値
の
高
い
甲
州
ワ
イ
ン
豚
を

一
頭
買
い
し
て
食
膳
に
提
供

し
て
い
る
。

　
▽
秀
峰
閣
湖
月
は
山
梨
県

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河

口
２
３
１
２
。
☎
０
５

５
５
（
７
６
）
８
８
８
８
。

https://www.kogetu.com/

日
本
海
の
旬
の
海
の
幸
を
堪
能

　
ホ
テ
ル
八
乙
女
（
石
川
博

一
社
長
）
は
日
本
海
に
面
し

た
風
光
明
媚
な
宿
。
全
室
オ

ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
で
、
そ
こ

か
ら
眺
め
る
夕
日
は
「
全
国

渚
百
選
」に
選
ば
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
絶
景
。

　
景
色
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
宿
泊
客
の
胃
袋
を
満
た

す
の
が
料
理
だ
。
車
で
約
５

分
の
場
所
に
あ
る
由
良
漁
港

か
ら
毎
日
直
送
さ
れ
る
新
鮮

な
魚
介
類
を
使
用
し
た
、
日

本
の
海
の
旬
を
堪
能
で
き
る

和
食
膳
は
絶
品
。

　
ア
ワ
ビ
、
ヒ
ラ
メ
、
ハ
タ

ハ
タ
、
岩
ガ
キ
、
鮭
な
ど
お

造
り
は
も
ち
ろ
ん
、
も
ず
く

の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
も
人

気
で
、
料
理
を

目
当
て
に
リ
ピ

ー
ト
す
る
人
も

少
な
く
な
い
。

　
「
乙
の
膳
」

「
女
の
膳
」

「
庄
内
ブ
ラ
ン

ド
膳
」
な
ど
食

事
か
ら
プ
ラ
ン

を
選
べ
る
の
も

う
れ
し
い
。
庄

内
ブ
ラ
ン
ド
膳

は
１
日

食
限

定
と
い
う
。

　
夕
日
を
堪
能

し
た
後
は
日
本

海
の
旬
の
魚
を

味
わ
う
。
何
と
も
贅
沢

ぜ
い
た
く

だ
。

　
▽
ホ
テ
ル
八
乙
女
は
山
形

県
鶴
岡
市
由
良
３
の

の


。
☎
０
２
３
５（
７
３
）３

８
１
１
。http://yaotome.in.

net/

六
つ
の
風
呂
が
あ
る
大
浴
場
「
長
寿
の

湯
」

展
望
抜
群
の
露
天
風
呂
「
極
楽
湯
」

　
万
座
温
泉
　
日
進
舘
（
大

野
豊
社
長
）
は
、
自
然
豊
か

な
上
信
越
高
原
国
立
公
園
内

に
位
置
す
る
。
湯
治
場
と
し

て
人
々
を
癒
や
し
て
き
た
万

座
温
泉
は
標
高
約
１
８
０
０

㍍
付
近
に
あ
る
高
原
の
温
泉

郷
。
春
は
残
雪
と
新
緑
、
夏

は
避
暑
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は

ス
キ
ー
。
四
季
の
自
然
に
触

れ
な
が
ら
温
泉
で
心
身
を
癒

や
し
、日
常
を
離
れ
ら
れ
る
。

　
万
座
温
泉
は
自
噴
、
掛
け

流
し
、高
温
源
泉
、高
効
能
、

に
ご
り
湯
が
特
色
。
１
日
約

５
０
０
万
㍑
の
湯
量
を
誇

り
、
源
泉
の
温
度
は

度
以

上
。
硫
黄
濃
度
「
日
本
一
」

と
い
う
乳
白
濁
色
の
湯
で
万

病
に
効
く
と
さ
れ
る
。

　
日
進
舘
は
全
て
の
風
呂
を

掛
け
流
し
に
し

て
い
る
。
天
然

木
を
浴
槽
に
使

っ
た
九
つ
の
風

呂
の
湯
巡
り
が

楽
し
い
。
「
極

楽
湯
」
は
山
々

と
満
天
の
星
空

が
広
が
る
展
望

露
天
風
呂
。
モ

ダ
ン
な
新
館
に

あ
る
「
万
天
の

湯
」
は
檜ひ

の
き

を

配
し
た
風
呂

で
、
大
き
な
窓

か
ら
の
眺
望
が

抜
群
。
「
円
満
の
湯
」
は
家

族
な
ど
で
利
用
で
き
る
貸
し

切
り
風
呂
。
太
い
木
の
柱
に

支
え
ら
れ
た
大
浴
場
「
長
寿

の
湯
」
に
は
、
館
内
最
大
の

湯
船
で
万
座
最
古
と
い
う

「
苦
湯
」
、
硫
黄
独
特
の
香

り
が
強
い
「
姥
湯
」
な
ど
六

つ
の
風
呂
が
あ
る
。

　
温
泉
に
加

え
、
食
か
ら
も

宿
泊
客
の
健

康
、
長
寿
を
願

う
。
夕
食
、
朝

食
の
バ
イ
キ
ン

グ
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
中
。

夕
食
は
和
洋
中


種
以
上
の
メ

ニ
ュ
ー
が
味
わ

え
る
。
和
食
で

は
、
食
材
の
頭

文
字
を
と
っ
た

「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
」
コ
ー

ナ
ー
で
、
豆
、
胡
麻
、
ワ
カ

メ
、野
菜
、魚
、シ
イ
タ
ケ
、

イ
モ
の
７
品
目
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
取
れ
る
。
朝
食
に
も
栄

養
に
配
慮
し
た
新
鮮
な
食
材

が
並
ぶ
。

　
今
夏
に
本
館
ロ
ビ
ー
を
改

装
し
た
ば
か
り
で
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
か
ら
フ
ロ
ン
ト
ま
で

開
放
感
あ
ふ
れ
る
空
間
が
広

が
る
。
客
室
は
計
１
５
３
室

で
、
和
室
、
洋
室
、
モ
ダ
ン

和
洋
室
か
ら
選
べ
る
。
日
進

舘
周
辺
に
は
、
森
や
湿
原
、

花
々
が
広
が
る
散
策
路
や
公

園
が
あ
り
、
冬
に
は
ス
キ
ー

場
も
オ
ー
プ
ン
。
四
季
ご
と

の
滞
在
で
表
情
を
変
え
る
自

然
が
満
喫
で
き
る
。

　
▽
万
座
温
泉
　
日
進
舘
は

群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
万
座

温
泉
。☎
０
２
７
９（
９
７
）

３
１
３
１
。https://www.ma

nza.co.jp/

　
栃
木
県
・
鬼
怒
川
温
泉
の

老
舗
旅
館
、
あ
さ
や
（
八
木

澤
哲
男
社
長
）
は
、
自
家
源

泉「
子
宝
の
湯
」を
所
有
し
、

豊
富
な
湯
を
た
た
え
た
多
彩

な
風
呂
が
人
気
だ
。

　
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
の

肌
触
り
の
良
い
湯
は
「
秀
峰

館
」
と
「
八
番
館
」
そ
れ
ぞ

れ
に
設
置
さ
れ
た
大
浴
場
や

貸
し
切
り
風
呂
は
も
ち
ろ

ん
、全
客
室
で
堪
能
で
き
る
。

　
秀
峰
館

階
の
空
中
庭
園

露
天
風
呂
は
、
鬼
怒
川
温
泉

で
最
も
高
い
場
所
に
位
置
す

る
。
鬼
怒
川
ラ
イ
ン
下
り
で

使
用
す
る
舟
の
浴
槽
や
山
々

を
眺
め
な
が
ら
入
浴
で
き
る

立
ち
湯
な
ど
、
９
種
の
湯
船

を
楽
し
め
る
。

　
客
室
数
は
１
９
２
室
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
和
室
や
洋

室
、
露
天
風
呂

付
き
客
室
な

ど
、
好
み
で
選

べ
る
多
様
な
客

室
を
用
意
し
て

い
る
。

　
食
事
は
人
気

の
ブ
ッ
フ
ェ
の

他
、
個
室
料
亭

や
ダ
イ
ニ
ン
グ

で
の
会
席
料
理

を
選
ぶ
こ
と
も

で
き
る
。

　
大
好
評
の

「
あ
さ
や
特
製
和
牛
カ
レ

ー
」
も
発
売
中
。
ブ
ッ
フ
ェ

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
味
わ
え

る
。

　
▽
あ
さ
や
は
栃
木
県
日
光

市
鬼
怒
川
温
泉
滝
８
１
３
。

☎
０
２
８
８
（
７
７
）
１
１

１
１
。http://www.asaya-ho

tel.co.jp/

空
中
庭
園
露
天
風
呂

（５） 第３０４７号第３種郵便物認可２０２０年（令和２年）９月５日（土曜日）


